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東京工業大学グリーンヒルズ東京工業大学グリーンヒルズ11号館号館東京工業大学グリ ンヒルズ東京工業大学グリ ンヒルズ11号館号館
（環境エネルギーイノベーション棟）（環境エネルギーイノベーション棟）

構造・階数：鉄骨造構造・階数：鉄骨造 地下地下22階階 地上地上77階階構造 階数 鉄骨造構造 階数 鉄骨造 地下地下 階階 地地 階階

建築面積建築面積 ：： 1,742m21,742m2

延床面積延床面積 ：： 9 554m29 554m2延床面積延床面積 ：： 9,554m29,554m2

設計期間設計期間 ：： 20092009年年 44月月〜〜20092009年年1212月月

施工期間施工期間 ：： 20102010年年 22月月〜〜20122012年年 22月月

約約6060％以上％以上CO2CO2排出量を削減し排出量を削減し約約6060％以上％以上CO2CO2排出量を削減し、排出量を削減し、

棟内で消費する電力をほぼ棟内で消費する電力をほぼ

自給自足するビルとして設計された研究棟自給自足するビルとして設計された研究棟自給自足するビルとして設計された研究棟自給自足するビルとして設計された研究棟



経緯経緯

20092009年年11月 教員約月 教員約230230名からなる環境エネルギー機構の研究拠点として 大岡山名からなる環境エネルギー機構の研究拠点として 大岡山20092009年年11月，教員約月，教員約230230名からなる環境エネルギ 機構の研究拠点として、大岡山名からなる環境エネルギ 機構の研究拠点として、大岡山
キャンパスに新棟を建設するプロジェクトを立ち上げ，同機構の設立準備メンバーがキャンパスに新棟を建設するプロジェクトを立ち上げ，同機構の設立準備メンバーが
中心となり，新棟設計における次の基本構想をまとめた。中心となり，新棟設計における次の基本構想をまとめた。

基本構想基本構想

１．１．CO2CO2排出量の削減を，設計における最大のプライオリティとする排出量の削減を，設計における最大のプライオリティとする

基本構想基本構想

（既存の東工大研究棟比（既存の東工大研究棟比6060％以上の％以上のCO2CO2排出量の削減目標）排出量の削減目標）

２．可能な限り将来の技術的進展を考慮した設備設計をおこなう２．可能な限り将来の技術的進展を考慮した設備設計をおこなう

世界の環境 ネ ギ 研究の拠点となるべき研究環境世界の環境 ネ ギ 研究の拠点となるべき研究環境３．世界の環境エネルギー研究の拠点となるべき研究環境３．世界の環境エネルギー研究の拠点となるべき研究環境

４．環境エネルギーにおける異分野融合研究を促進する壁のない研究室空間４．環境エネルギーにおける異分野融合研究を促進する壁のない研究室空間

５ 将来の大地震に備えた高い耐震性５ 将来の大地震に備えた高い耐震性５．将来の大地震に備えた高い耐震性５．将来の大地震に備えた高い耐震性

６．「機能美」を追求し先進設備と都市景観とを調和させた意匠性を有する設計６．「機能美」を追求し先進設備と都市景観とを調和させた意匠性を有する設計



先進エネルギーシステムの設計方針先進エネルギーシステムの設計方針

１ 徹底した省エネルギー化１ 徹底した省エネルギー化１．徹底した省エネルギ 化１．徹底した省エネルギ 化
・機器の高効率化・機器の高効率化
・熱の遮蔽と断熱・熱の遮蔽と断熱
・排熱の利用・排熱の利用排熱の利用排熱の利用
・効率的スイッチング・効率的スイッチング
・見える化などによる節電行動の促進・見える化などによる節電行動の促進
・自然エネルギーの活用・自然エネルギーの活用自然 ネルギ の活用自然 ネルギ の活用
（風、換気、クールピット利用など）（風、換気、クールピット利用など）

２ エネルギ 需要に合致した高効率分散電源の導入２ エネルギ 需要に合致した高効率分散電源の導入２．エネルギー需要に合致した高効率分散電源の導入２．エネルギー需要に合致した高効率分散電源の導入
・太陽電池は、・太陽電池は、CO2CO2削減効果が高いものの時間変動が大きい電源削減効果が高いものの時間変動が大きい電源
→→再生可能エネルギーと化石エネルギー複合型の高効率分散発電ｼｽﾃﾑを導入再生可能エネルギーと化石エネルギー複合型の高効率分散発電ｼｽﾃﾑを導入
（太陽電池の最大導入＋ベ ス電源として排熱利用型燃料電池）（太陽電池の最大導入＋ベ ス電源として排熱利用型燃料電池）（太陽電池の最大導入＋ベース電源として排熱利用型燃料電池）（太陽電池の最大導入＋ベース電源として排熱利用型燃料電池）

３．分散発電システムと外部電力とを系統連携した電力需給の３．分散発電システムと外部電力とを系統連携した電力需給の分散発電システムと外部電力とを系統連携した電力需給の分散発電システムと外部電力とを系統連携した電力需給の

総合的なマネジメント総合的なマネジメント



エネルギー設備の概要エネルギー設備の概要



各種太陽電池による発電システム各種太陽電池による発電システム

屋上 南面 西面の全面に設置している屋上 南面 西面の全面に設置している

実験室フロア

屋上、南面、西面の全面に設置している。屋上、南面、西面の全面に設置している。
（総パネル枚数は約（総パネル枚数は約4,5004,500枚、総発電容量は約枚、総発電容量は約650kW650kW））

太陽電池パネルが設置されたソーラーエンベロープを傾太陽電池パネルが設置されたソーラーエンベロープを傾
斜させ また 冬至基準での高密度設置を行う とで 年斜させ また 冬至基準での高密度設置を行う とで 年

実験室フロア

居室フロア

実験室フロア

ソ
ー
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ー

斜させ、また、冬至基準での高密度設置を行うことで、年斜させ、また、冬至基準での高密度設置を行うことで、年
間の発電量を最大化している。間の発電量を最大化している。

この傾斜によって空間がうまれ、通風が確保されることにこの傾斜によって空間がうまれ、通風が確保されることに

居室フロア

実験室フロア

実験室フロアー
エ
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傾斜 間 う 、通風 確保傾斜 間 う 、通風 確保
よって太陽電池の温度上昇による電圧効果を防いでいる。よって太陽電池の温度上昇による電圧効果を防いでいる。

遮光が必要な実験室フロアでは、太陽光パネルを壁なり遮光が必要な実験室フロアでは、太陽光パネルを壁なり
に設置し 居室フロアでは昼間の室内照度をシミュレーに設置し 居室フロアでは昼間の室内照度をシミュレー

エントランス
多目的ホ

実験室フロア

居室フロア

に設置し、居室フロアでは昼間の室内照度をシミュレーに設置し、居室フロアでは昼間の室内照度をシミュレー
ションしたうえで、太陽電池ルーバーのションしたうえで、太陽電池ルーバーの
開口度を最適化した。開口度を最適化した。

多目的ホール

断面図



先進の環境エネルギー技術先進の環境エネルギー技術

排熱利用型燃料電池による発電システム排熱利用型燃料電池による発電システム

100kW100kWのリン酸型燃料電池で、その高温排熱を吸収式冷凍機のリン酸型燃料電池で、その高温排熱を吸収式冷凍機
などによって外気処理空調に利用している。などによって外気処理空調に利用している。

さら 湿度を制御するデ カ 空調 低 排熱を利さら 湿度を制御するデ カ 空調 低 排熱を利

排熱利用型燃料電池による発電システム排熱利用型燃料電池による発電システム

さらに、湿度を制御するデシカント空調に低温排熱を利用し、さらに、湿度を制御するデシカント空調に低温排熱を利用し、
最終的にはトイレの手洗い水として供給しシステムとしての総合最終的にはトイレの手洗い水として供給しシステムとしての総合
効率を向上させている。また、本デシカント空調は、吸着材であ効率を向上させている。また、本デシカント空調は、吸着材であ
るセラミ クスロ タ が回転しながら除湿と吸着した水の脱離るセラミ クスロ タ が回転しながら除湿と吸着した水の脱離るセラミックスローターが回転しながら除湿と吸着した水の脱離、るセラミックスローターが回転しながら除湿と吸着した水の脱離、
再生を連続的に行う。再生を連続的に行う。

地中熱ヒートポンプと放射冷暖房地中熱ヒートポンプと放射冷暖房

室外機から放出される熱を年間を通して温度が安定している室外機から放出される熱を年間を通して温度が安定している
地中に放熱することで 省エネ化と同時にヒートアイランドの防止地中に放熱することで 省エネ化と同時にヒートアイランドの防止地中に放熱することで、省エネ化と同時にヒ トアイランドの防止地中に放熱することで、省エネ化と同時にヒ トアイランドの防止
に効果がある。に効果がある。

また、輻射によって冷暖房を行う放射冷暖房と組み合わせるこまた、輻射によって冷暖房を行う放射冷暖房と組み合わせるこ
と 動力 削減と自然な空調を 能 ると 動力 削減と自然な空調を 能 るとで、ファン動力の削減と自然な空調を可能にしている。とで、ファン動力の削減と自然な空調を可能にしている。



地震エネルギーを吸収する外郭架構地震エネルギーを吸収する外郭架構

本体構造本体構造

高性能の履歴型地震エネルギー吸収ブレースを外郭に配高性能の履歴型地震エネルギー吸収ブレースを外郭に配
置した、広い空間を有する、靭性の高い制震外郭架構を構置した、広い空間を有する、靭性の高い制震外郭架構を構
成している。成している。

本体構造本体構造

地震レベル‐２
Earthquake Level‐2
(Vm=50cm/s,震度6強）成している。成している。

小レベルの地震よりエネルギー吸収を開始することで、各階小レベルの地震よりエネルギー吸収を開始することで、各階
の応答変位・加速度を低減し、高い地震レベルまで梁・柱・の応答変位・加速度を低減し、高い地震レベルまで梁・柱・
外装の損傷を防ぎ 建物の継続使用性を確保する設計を実外装の損傷を防ぎ 建物の継続使用性を確保する設計を実

(Vm 50cm/s, 震度6強）

外壁・パネル
損傷、落下

内装材クラック

外装の損傷を防ぎ、建物の継続使用性を確保する設計を実外装の損傷を防ぎ、建物の継続使用性を確保する設計を実
現した。現した。

7

8 損傷制御構造

通常構造

梁端部損傷
エネルギー吸収

4

5

6

層

2

3

4

通常構法

(外壁・太陽光パネル破損・落下、立入禁止) 損傷制御構法
（主構造無損傷、継続使用可）

1

層間変形角(rad)
0 1/1001/200



地震エネルギーを吸収する外郭架構地震エネルギーを吸収する外郭架構

ソーラーエンベロープ架構ソーラーエンベロープ架構

細径角型鋼管のフィーレンデールトラスを主体とした、軽快でフレキシブルな架構を実現。細径角型鋼管のフィーレンデールトラスを主体とした、軽快でフレキシブルな架構を実現。

各太陽電池パネルを保持しながら本体架構の動きに追従可能な納まりとなっている。各太陽電池パネルを保持しながら本体架構の動きに追従可能な納まりとなっている。

ソ ラ ン プ架構ソ ラ ン プ架構

内部オープン空
間

Main Structure
外郭にらせん状に配置された

地震エネルギー吸収ブレースに
よる損傷制御架構間よる損傷制御架構

エネルギー吸収ブレ－ス

Solar-panel
Envelope Structure

ネルギ 吸収

Envelope Structure
主構造の動きに追従可能な
フレキシブルで軽快な架構



技術的挑戦を通して時代を刻む建築技術的挑戦を通して時代を刻む建築

時代を刻む東工大の新たなシンボル時代を刻む東工大の新たなシンボル

細長いクサビ型の敷地に太陽電池パネルを最大限設置する仕掛けとして、建物本体細長いクサビ型の敷地に太陽電池パネルを最大限設置する仕掛けとして、建物本体
から切り離されたソーラーエンベロープが生まれた。から切り離されたソーラーエンベロープが生まれた。

太陽電池パネ が自立 た 素と 建物 り大きく がる と り ネ ギ太陽電池パネ が自立 た 素と 建物 り大きく がる と り ネ ギ

時代を刻む東工大の新たなシンボル時代を刻む東工大の新たなシンボル

太陽電池パネルが自立した要素として建物より大きくひろがることにより、エネルギー太陽電池パネルが自立した要素として建物より大きくひろがることにより、エネルギー
自給自足型研究施設であるこの建物の存在意義が明確に表現されている。自給自足型研究施設であるこの建物の存在意義が明確に表現されている。

将来のメンテナンスを容易にするため、ソーラーエン将来のメンテナンスを容易にするため、ソーラーエン
ヴェロップは鉄骨のフレームに既製品の太陽電池パネヴェロップは鉄骨のフレームに既製品の太陽電池パネ

建物を包むソーラーエンベロープ建物を包むソーラーエンベロープ

ヴェロップは鉄骨のフレ ムに既製品の太陽電池パネヴェロップは鉄骨のフレ ムに既製品の太陽電池パネ
ルとキャットウォークを設置したものとして構成している。ルとキャットウォークを設置したものとして構成している。

環境エネルギーに関する様々な要素技術を導入して環境エネルギーに関する様々な要素技術を導入して
いるが 研究者や学生にとっては 生活の中心となる場いるが 研究者や学生にとっては 生活の中心となる場

活発な分野融合が日常となる空間活発な分野融合が日常となる空間

いるが、研究者や学生にとっては、生活の中心となる場いるが、研究者や学生にとっては、生活の中心となる場
所であるため、各要素技術を空間的にインテグレートす所であるため、各要素技術を空間的にインテグレートす
る配慮をしている。る配慮をしている。



東工大東工大 大岡山キャンパス大岡山キャンパス

所在地：東京都目黒区大岡山2-12-1

敷地面積 244 645㎡
グリーンヒルズ１号館グリーンヒルズ１号館

敷地面積：244,645㎡

建築面積： 68,858㎡（建ぺい率：28.0％）

延べ面積：269,924㎡（容積率：110.0％）積 , （容積率 ）



東工大グリーンヒルズ構想東工大グリーンヒルズ構想



ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


